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１．はじめに 
バイオ分野では，核酸やタンパク質の配列を，既知配列

であるデータベース中から検索することによって，遺伝子予

測やタンパク質の立体構造予測等が行われている．情報

基盤センターでは，このような遺伝子配列解析の急増を背

景にバイオ研究者向け支援サービスを展開している．ここ

では，バイオ公共 DB ミラーリングサーバ，RIKEN Super 
Combined Cluster，Bio Portal を支援サービスの柱としてイ

ンフラ整備を行っており，その概要について紹介する． 

 

2．バイオ研究者向けサービスの概要 
- バイオ公共 DB ミラーリングサーバ（公共 DB） 

バイオ分野の研究では，NCBI，EMBL-EBI，PDB

等で公開されているデータベースを利用する．しかし，

データベースサーバの管理状況や回線状況は各公

開元に依存しており，安定したデータベースへのアク

セス環境が望まれていた．そのため，研究者の利便

性向上を目的として，世界中で公開されているデータ

ベースを理研内に設置されたサーバにミラーリングす

るサービスを 2003 年 8 月より行っている（図 1）． 

 

バイオ公共DBミ ラーリングサーバ
（公共DB）

NCBI,EMBL-EBI,PDB等で公開されているバイオ系データベースの理研内部向

けミラーリングサーバ

2003年8月サービス開始

ftp://yicdb.yokohama.riken.jp/pub/

バイオ公共DBミ ラーリングサーバ

DBを毎日更新確認し、一括でダウンロード

高速かつ安定したダウンロードが可能

海外へ直接アクセスしていたため
- ダウンロードに時間がかかった
- ダウンロードに失敗し易かった

NCBI
EMBL-EBI
DDBJ / UCSC / Ensembl
HapMap / UniProt / TAIR
PDB / UTRdb / MGI
REBASE / KEGG / WormBase

図 1．バイオ公共ミラーリングサーバ 

 

ミラーリングするデータベースは図 2 に示されるよう

な DB をユーザの要望により順次追加しており，デー

タベース自身の増加と合わせると，指数的な容量増

加を示している（図 3）．そのため，ディスク追加を必要

に応じて実施している．なお，次期リプレース予定は，

2010 年 9 月である． 

 

公共DB – 公開DB一覧
2008/ 1/ 7現在

バイオ系データベース
配列データベース

遺伝子発現データベース

代謝経路データベース

化合物データベース

相互作用データベース

文献情報データベース

ミラーリングされている代表的なDB

約93GBPFAM約153GBGenBank Release

約133GBPDB約1029GBEnsembl

約3GBGenBank New

約159GB

約932GB

KEGG約8GB

約100GB

約14GB

約139GB

約118GB

データ容量DB名 DB名 データ容量

BLASTDB(NCBI) genomes(NCBI) 約225GB

DDBJ Rlease GEO 約2376GB

DDBJ New GO 約2GB

EMBL Release goldenPath

EMBL New

無償で公開されている代表的なものはほぼ網羅

 
図 2．公開 DB 一覧 
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公共DB – スト レージ利用状況
ミラーリング状況

http://yicdb.yokohama.riken.jp/public/status/

DB容量の指数的な増加 ⇒ 空き容量の圧迫

ディスクの追加を必要に応じて実施

2003/8 Phase1
HP(Linux)導入

2006/9 Phase2
富士通(Solaris)導入

2010/9 Phase3
次期システム導入
予定時期

実際は2世代管理しているので必要容量は倍以上！
現行機は、システム全体で最大29TB（実質１４TB）

 
図 3．ストレージ利用状況 

 

- RIKEN Super Combined Cluster （RSCC） 
ここでは，バイオ系ユーザ向けの内容にのみ特記

する．バイオ系アプリケーションのほとんどは並列化さ



れておらず，運用上のポリシーにより pc2a クラスタ

(128CPU) 上で実行される．現在， BLAST, Hi-per 

BLAST (富士通製並列版BLAST), FASTA, HMMER, 

CLUSTALW, InterProScan, GOLD ， Rmpi 

(+Bioconductor), wise, RepeatMasker，MaskerAid が

インストールされている（図 4）．また，公共 DB から代

表的なデータベースが RSCC に同期されており，ユー

ザ側でデータベースを準備しなくとも，すでに利用可

能な状態になっている（図 5）．無償アプリケーション

の追加は随時，有償アプリの追加は年に 1 度検討し

ている． 

 

RSCCにインスト ールさ れている
アプリケーショ ン

BLAST 2.2.10
/usr/local/BIO/blast

Hi-per BLAST
/opt/hiperblast/bin/hiperblast

FASTA 
/usr/local/BIO/FASTA

HMMER 2.3.2
/usr/local/BIO/hmmer

CLUSTAL W 1.83
/usr/local/BIO/clustalw

InterProScan 4.3.1
/usr/local/BIO/iprscan

GOLD / Rmpi + Bioconductor / wise / RepeatMasker / 
MaskerAid

MDGRAPE-3ライブラリ MR3/m3 (32ユニット接続、16ノードから利用可能)

アプリケーションの導入希望の受付

前提条件
⇒ Redhat Linux 8.0で動作可能なこと

無償アプリ
⇒ 随時検討

有償アプリ
⇒ 年度単位で検討
⇒ 2チーム以上の長期的利用

 
図 4．RSCC で利用可能なアプリケーション一覧 

RSCCですぐに利用できるDB
2008/ 1/ 31現在

/work/biodb/current/pub/

DB名 概要 公開元サイト データ容量

BLASTDB 相同性検索用データベース
National Center for Biotechnology Information 

ftp://ftp.ncbi.nlm.nih.gov/blast/
約120GB

Ensembl
生物別ゲノム・タンパク質データベース

(homo_sapiensなど一部種に限定)

The Ensembl project

ftp://ftp.ensembl.org/pub/
約46GB

genomes(NCBI) 生物別ゲノムデータベース
National Center for Biotechnology Information 

ftp://ftp.ncbi.nlm.nih.gov/genomes/
約218GB

Pfam タンパク質ドメインデータベース
The Sanger Institute 

ftp://ftp.sanger.ac.uk/pub/databases/Pfam/
約89GB

PDB タンパク質構造データベース
The RCSB Protein Data Bank

ftp://ftp.wwwpdb.org/
約70GB

PROSITE タンパク質配列モチーフデータベース
Expert Protein Analysis System 

ftp://ftp.expasy.ch/databases/
約4.2GB

Uniprot アミノ酸配列データベース
The universal protein resource

ftp://ftp.uniprot.org/pub/databases/
約56GB

 
図 5．RSCC で利用可能な DB 一覧 

 

- Bio Portal 
Bio Portal は，公共 DB，RSCC，SMP サーバ等の

複数の計算機リソースをグリッド技術により融合した研

究支援システムである（図６）．RSCC は和光本所に，

公共 DB および SMP サーバは横浜研究所に設置さ

れており，システムは和光本所と横浜研究所間の広

域インサーネット網を介して構成されている． 

一方，RSCC のような大型共用計算機での利用に

慣れていないライフサイエンス系のユーザを全所的に

取り込むために，Web 技術を用いた GUI のポータル

システムとして開発されており，一般的な Web ブラウ

ザと Java を用意するだけで RSCC のノード数を活かし

た大規模な解析が可能である． 

このようにユーザはBio Portalを使用することにより，

RSCCや公共DBの存在を意識することなく，高い処

理能力とインフラ構築に必要なコストの節約が同時に

行えることを特徴としている．なお，このサービスは研

究所内に限定したサービスであり，ユーザは横浜研

究所に設置されたWebサーバ† にアクセスすることに

より利用できる．現在，Hi-per BLAST，MPI-ClustalW，

FASTA，InterProScan，HMMERのアプリケーションが

このポータルシステムを通して利用可能である． 

 

Bio Portal  – システム概要
公共DB、RSCCを意識せずに包括的な

利用が可能

計算に用いるDBは公共DBと連携
インターフェースにはWebアプリケーションを提供

ジョブの
処理依頼

結果の取得 小規模ジョブの
処理

大規模ジョブの
処理

DBの同期

DBの同期

最新DBのダウンロード

 
図 6．Bio Portal 

 
3．おわりに 

次期スパコンのリプレースが 2009 年 3 月に実施予定であ

る．公共 DB，Bio Portal に関しても，そのスケジュールに同

期させた開発・強化を行っていく予定である． 

 
† https://yic-bio-web.yokohama.riken.jp/ 
 


